
1 

 

しずおか                                           ２０１８年 ８月 ２９日            

県勤協連ニュース    ３３６号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net  
 

核も戦争もない平和な２１世紀に！ 

くり返すな核被害！  

めざそう核兵器廃絶と脱原発社会！ 
  

１９４５年８月６日広島市に原爆投下、８月９日長崎市に原爆投下。私したちは、そのこ

とを決して忘れてはなりません。原水禁運動の原点はその「被爆体験」にあります。原爆を

投下したアメリカは広島・長崎の甚大な被害に関する調査結果をも核兵器開発に利用しなが

ら、１９５４年には広島原爆の約１０００倍もの爆発力を持つ水爆実験をビキニ環礁で行い、

マ＝シャル諸島の人々や第五福竜丸をはじめとする新たな被爆者を生み出したのです。 

 一方で、２０１７年７月７日に１２２か国・地域の賛成多数により、国連総会において核

兵器禁止条約が成立しました。核兵器の使用や開発、実験、製造、生産、保有などのほか、

核兵器使用の威嚇も禁止した初めての国際条約です。しかし、唯一の戦争被爆国である日本

の安倍政権は、世界の流れに背を向け核兵器禁止条約の批准を拒んでいます。 

 さらに安倍政権は、国会での多数を背景に安保関連法（戦争法）や共謀法の制定、辺野古

基地建設の強行、原発再稼動や破綻した核燃料サイクルの推進など、民意や現実を無視した

強権政治を進めています。 

 私したち勤労者協議会は、安倍政権の平和憲法を踏みにじる様々な動きに対抗して、原水

禁運動の理念ととりくみの強化を「被爆７３周年原水爆禁止世界大会」と連動しながら県内

各地で交流・連帯・行動してきたことを報告します。 

 

◎「中国人殉難者の慰霊」７月８日 

 西伊豆町中国人殉難者の慰霊碑（伊豆の国市・三島市参加） 

◎「夏休み親子映画会」８月１日～９日（除く４日～５日） 

 掛川市中央小学童保育所他１２会場 

◎「第１０回平和写真展」８月１日～１０日 

 袋井市役所市民ギャラリ－ 

◎「清水平和の塔」（非核平和都市宣言の碑）清掃活動 ８月１１日 

◎「沖縄戦写真パネル展」９月１８日～２２日 

 は－とぴあ清水 

◎「非核平和都市宣言アクション８」（戦時物品、写真パネル展示）１０月１９～２１日 

 掛川市立中央図書館 
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☆伊豆の国市勤労協 

「みんなのハワイアン」で暑気払いを開催 

 勤労協と「緑と水を守る会」合同の暑気払いを、

７月２７日１８：２０～２０：３０、「みんなのハワ

イアン」で２８名（女性６名含）参加で開催いたし

ました。 

入場前に、１階フロアで主催者挨拶、市議会議員の

田中正男氏、高橋隆子氏、両議員より議会報告を受

けました。 

飲み、食べ放題の会場では、一般のお客さんも

賑わいながら各グループごとに、それぞれがビー

ルを飲みながら、食べながらの懇談が始まりまし

た。 

今回は、西日本の集中豪雨被害、またその後の

連日の厳

しい酷暑

日、危険な暑さと報道される中での開催でありましたが、自然

の恐ろしさ、危険を語り、考える機会でもありまし た。 

皆さん、それぞれ和やかに、賑やかに楽しい一夜を過ごすこ

とが出来ました。 

（通信員 小粥崇男）  

 

 

☆富士市勤労協 

第５２回定期総会開催 

 富士市勤労協第５２回定期総会は７月２３日（月）１０：００から勤労協会議室で開催しました。

総会では活動方針として、①幹事会・三役会議の開催、②組織の拡大と他の組織団体との連携、③地

域の生活環境と自然を守る運動、④子供や老人の安全対策、⑤「岩本山」の水と環境を守る運動、な

どの方針を決めました。 

 その他２０１７年度活動報告・決算報告、２０１８年度予算案も承認されました。 

新役員 

会長 外山 卓 副会長 小林利夫 事務局長 中川原義則 事務局次長 荒岡 剛 

幹事 ３名 会計監査 １名 

（通信員 外山 卓） 

各地区活動報告 
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☆清水地域勤労協 

         「平和の塔」清掃活動を実施しました 

 

終戦の日前の８月１１日(土)、清水地域勤労協と清水憲法９条を守る会は、日本平運動公園内に設

置された金属彫刻「清水平和の塔・共生」の清

掃活動を行った。 

毎年恒例の奉仕活動で１２人が集まり、塔の

清掃・磨きと周辺雑草を刈り取り・手入れを実

施しました。 

清水平和の塔は、１９８７年に「非核平和都

市」を目指すために市民団体が署名活動を取り

組み旧清水市議会は「非核平和都市宣言」を議

決されました。市民団体はこの宣言を基に「平

和の塔建設」を目指すカンパ活動を展開し、平

和の塔建設原資として旧清水市に寄贈され、 

１９９３年２月に建立されました。 

この塔のデザインの丸い部分は地球を、両サ

イドは「人」という文字をあらわし、平和と人

は互いに共存することを表現し、球形の鏡に写

るものは未来を意味しております。 

毎年終戦記念日を迎える前に塔をきれいに

することで、市民の中には「平和の塔・共生」

の存在を知らない人が多く、平和への思いを広

めていくためにも今後も清掃活動を継続して

いきます。 

             （通信員 宮内朝次） 

 

☆掛川市勤労協 

社会貢献活動「掛川勤協美化推進 

ボランティア事業活動」 

 

掛川勤労協では、社会貢献活動として、いくつ

かの活動をしていますが、７月は、美化推進事業

（ゴミ拾い）を行いました。 

この事業は、１０年以上続けており、奇数月の

第３日曜日に私どもの勤協会館周辺と、中東遠医

療センター周辺のゴミ拾いです。 

お世話になっている地域を少しでもきれいに

との思いと、病院の周辺は特に清潔にとの思いで

す。 
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今月は、医療センター周辺を早朝８時頃から約１時間程度、役員を中心に９名で行いました。 

缶・ペットボトル等、市指定の袋１０袋程度の回収がありました。 

 （通信員 岡田三郎） 

 


